
売れる商品戦略コーディネーター事業

【目的】
（１） 事業者の商品づくりから販売戦略・販路拡大、販売までの各種支援事業を統括し、各々の事業のより効果的・効率的な実

施につなげ、事業効果の向上を図る。
（２） 各事業で収集した一元的データを活用し、事業者の自立的・戦略的な販路拡大につなげる。

【手法】
（１） 県が実施する物産振興施策全体を俯瞰しながら、各事業の整合性や関係性を把握して統括するコーディネ―ターを設置す

る（委託）。
（２） 各事業で収集するデータ項目等について、助言を行うとともに、収集した一元的データを活用し、事業者の自立的・戦略

的な販路拡大につなげるためのフィードバックや取組事業の提案等を行う。

●事業概要

（１）事業全体の統括・オペレーション
（２）各事業にて収集するデータ項目等への助言及び収集した一元的データの活用
（３）各事業者が取り組むべき事業の提案
（４）各事業にて収集したデータに基づく戦略への助言・活用支援

県
・コーディネタ―と各事業受託者等との
調整
・事業活用に向けた事業者への働きかけ

受託者
（コーディ
ネーター）

・上記事業概要のとおり

事業者
・コーディネーターの助言を受け、各事
業を実施
・データ活用や販路拡大に係る検討

●【役割】
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資料４ー２売れる商品戦略コーディネーターによる事業の提案例

【例１】既存商品の販売向上

【例２】新商品の開発と販路開拓

【例３】ECによる販売強化

商品：海産物燻製おつまみ
→県内の売上は好調だが、首都圏における食材の知名度が低く、販路開拓に苦慮している。
首都圏での売上低迷の現状を打破したい。

商品：野菜加工品
→農産物の栽培拡大や加工化に取り組んでいるが、安定した収益を狙い、今後は首都圏の飲食店などが
使用できる新しい加工品開発を行いたい。

商品：酒類
→2年前に担当者1人でECサイトを立ち上げたが、売上が伸びず悩んでいる。
事業者内で相談できる相手もおらず、日々試行錯誤しているが良い方法はないか。

商品づくり支援
・商品開発

テストマーケティング
・試作品に対する情報収集

BtoBコーディネーター
・完成商品の商談

EC情報交換会
・事業者間同士のつながり強化
・新規顧客獲得の技術やノウハウ習得
・成功及び失敗事例の共有

宮城旬鮮探訪
・自社ECサイトへの誘客促進

OMO
・食体験を通した商品PR
・ECサイト新規顧客の獲得
・適格なターゲット層等の把握

首都圏の複数店舗における継続的な販路確立

自社ECサイトの誘客・売上↑

顧客データ等の活用による
購入者への継続的なアプローチ

テストマーケティング
・商品に対する情報収集

OMO
・食体験を通した商品PR
・適格なターゲット層等の把握

ショップインショップ
・商品PR
・新規顧客の獲得

自立的な販路開拓

より多くの消費者の
情報収集を意識

ターゲットとなる
消費者層・地域の確立

商品改良

自社ECサイトのリニューアル


